
和光紙器株式会社

和光紙器株式会社が目指すサステナブル経営

私たちができる持続可能な
サーキュラーエコノミーへの挑戦！

～包装資材メーカーとしてできること～



会社概要

社 名：和光紙器株式会社

設 立：１９６２年１２月

従 業 員 ：80名:202４年１月（役員及び海外拠点除く）

事業内容 ◆製造業向け包装資材の開発、製造及び販売

◆避難所向け商品の開発、製造及び販売

スローガン：ものづくりで進化させつづける



■ 経営理念：ミッション

「私たちは地球環境の調和を図り広く社会に貢献します」

環境への配慮・脱炭素に対する和光紙器としての考え方

・ 持続可能なサーキュラーエコノミーへの取組

・ 廃棄ではなく循環資源へ

・ リサイクルできない素材は使用を控える

・ 省資源化と再利用

・ 従来品と変わらぬコスト

・ 環境に配慮した「ものづくり」



【環境配慮・脱炭素】 環境に配慮したエネルギーで、ものづくり！

一貫製造システムによるサーキュラーエコノミーへの取組

循環
資源

太陽光発電システム＋CO２フリー電気を活用
環境に配慮したエネルギーと循環資源で

「ものづくり」



【環境配慮】 環境への配慮・脱炭素 環境配慮型商品Polyecolene🄬シリーズの進化

つかう側もサーキュラーエコノミーへ取り組める
無駄な資源を生まない循環資源から生まれる環境配慮型包装資材

ポリエコレン®（Polyecolene®）シリーズ

ポリエコレン
シリーズ

ポリエコレン®

ポリエコレンPP®

ポリエコレン®20１９年

◎３Ｒに特化

ポリエコレン®clear20２０年

◎半透明グレード

ポリエコレンPP®20２２年

◎薄さを追求

ポリエコレンPP®plus2０２３年

◎適度な緩衝性

ポリエコレン®バイオマス2023年

◎リサイクル×卵殻（省資源）

ポリエコレン®バイオマス20２３年

◎リサイクル×紙（省資源）

ポリエコレンバイオマス

◎１００％リサイクル資源
主原料：低密度ポリエチレン

◎１００％リサイクル資源
主原料：ポリプロピレン

◎リサイクル資源×バイオマス
バイオマス材は２種類



【環境配慮】 環境配慮型商品Polyecolene🄬シリーズの事例

バージン材から１００％リサイクル材へ！
さらに「使い捨て」から「廃棄しない」にチェンジ！
環境問題を考えた包装資材を取り入れた☆光精工株式会社☆様

◆廃棄 ➡ 何度も使える繰返し使用可能へ！

◆地下資源活用 ➡ 地上資源の活用へ！

◆CO２排出量が大きく削減される！

◎光精工様の環境対応するスピードの速さ！



・ 「私たちのできること」を考え行動する。

・ SDGs活動から次世代・地域へ繋ぐ。

・ 家族の価値を最優先にする経営哲学

・ 私たち大人も未来を真剣に考える環境を作る

・ 地域へ感謝の気持ちで愛情を注ぐ。

・ 災害時に活用できる商品の開発を止めない！

次世代育成及び地域貢献に対する和光紙器としての考え方

■ 経営理念：ミッション

「私たちは健全な事業発展を通じて社会に貢献し企業の社会的責務を果たします」



１ 鈴鹿少年少女発明クラブへの協賛
２ 三重県発明協会へ参加
３ 鈴鹿市社会福祉協議会 段ボール製おもちゃ寄贈
４ 地域の保育園 段ボール製プレゼントBOX寄贈

～他にも多数～

三重県で私たちのできること

次世代育成への推進・地域社会への貢献 ～私たちのできること～（一例）
【次世代育成
・地域貢献】

次世代へバトンをつなげていく
SDGｓ活動で私たちのできること

私たちできることで地域社会への貢献
自ら考え、それを行動できる従業員たち

例 従業員の活動で「つながり」、活動視野を広げる例

1 特別支援学校へのボランティア活動
2 制服リユースBOXへの協力
３ フードドライブへ参加
４ ウミガメネットワーク三重との活動
～他にも多数～

◆ 何もしないより行動した方が良いと考える

支援学校プール片付け中

廃棄段ボールからアップサイクル！
段ボール手作りおもちゃを寄贈。

◆ SDGs勉強会にて、従業員により提案

寄贈と感謝状 一つひとつ思いを込めて 地域保育園への寄贈時 制服リユース フードバンク



【地域貢献】 地域社会への貢献 企業として、私たちのできること

私たちのできることを考え行動していく
目標１１：住み続けられるまちづくりを

災害時に地域が困らないように、私たちのできることを考え
活用できる製品を開発、そして進化をさせつづける

◆ 進化させた段ボールベッド！防災協定 環境配慮型商品ポリエコレンを進化させ開発した

ポリエコレン担架【２０２４年３月量産開始】

避難時の
ペット問題を考え開発

避難所用ペットゲージ
【２０２４年春販売開始】

◎ 地域貢献できたことで、ものづくりへの誇りが持てるようになった



【和光紙器のスローガン】

ものづくりで進化させ続ける。

◎ものづくりを通じて、 「人」も進化し続ける環境にしていく運営を考える。

従業員満足度の向上に対する和光紙器としての考え方

■ 経営理念：ミッション

「私たちの働きで豊かな価値を創出し、より良い社会を作ります」

・ この会社で働けて良かったと実感してもらえるように。

・ 成長できるチャンスを作り、安心して働ける職場づくり。

・ チャレンジできる場を作り、誰もが輝けるように。

・ みんなで支えあい、共に作り上げることを目指す。



☆ 誕生日特別休暇取得制度
☆ 誕生日お祝い金支給制度

SDGｓ活動から生まれた福利厚生

◆ WAKOH図書館
◆ こそだてバトン

和光紙器らしさを出した福利厚生
SDGｓ活動から生まれた取組みも

独自の取組み

進化する和光紙器オリジナル福利厚生

こそだてバトン（バトン渡しの様子）

◆一年のさまざまな角度で受賞される社長賞

◆アイデア豊富な個人別SDGｓ活動賞

社内報特別号（SDGｓ活動賞）

01

02

03

【従業員満足度】 従業員満足度の向上 和光紙器らしさを大切にした取組み

経営者との1on1ミーティング

さまざまな表彰制度

経営者が全従業員との個人面談を毎年必ず行う

自己評価 会社評価 方針理解

☆上司が「正確な報告」をしているか

☆日々の努力を誰にも奪われず伝えられる環境

☆従業員のやる気向上や成長の機会に

★上司の成果は部下の活動等を含め、

「正確に報告」できることとする


